
（１） 平⾏型、４５°型、ナナメ型に分類して調べます。 

・平⾏型 

  ⾯積は平⽅数になります。 

   ４×４＝１６（𝑐𝑚 ）・・・× 

   ５×５＝２５（𝑐𝑚 ）・・・○ 

   ６×６＝３６（𝑐𝑚 ）・・・× 

・４５°型 

  対⾓線が格⼦点の正⽅形の辺と平⾏になるので偶数の２乗を２で割ったものになります。 

  
２ ２

２
＝２（𝑐𝑚 ）・・・× 

  
４ ４

２
＝８（𝑐𝑚 ）・・・× 

  
６ ６

２
＝１８（𝑐𝑚 ）・・・○ 

・ナナメ型 

  正⽅形を合同な直⾓三⾓形で囲むと正⽅形になります。 

  

１＋２×１×２＝５（𝑐𝑚 ）・・・× 

                       

       

１＋２×３×２＝１３（𝑐𝑚 ）・・・× 

 

 

       ★今週の１題★     図形      ～解説～ 

１−２型

２−３型

 

 (1×１）
・ を囲む



       

２×２＋３×１×２＝１０（𝑐𝑚 ）・・・× 

 

 

 

２×２＋４×２×２＝２０（𝑐𝑚 ）・・・○ 

 

 

 

３×３＋４×１×２＝１７（𝑐𝑚 ）・・・○ 

       

 

 

 

 

４×４＋５×１×２＝２６（𝑐𝑚 ）・・・○ 

 

 

 

 

以上より 

     （答） １７、１８，２０，２５，２６（𝑐𝑚 ） 

（２×２）

１−3型

を囲む

２−４型

・

・

（３×３）

 を囲む

１−４型

・

１−５型

 を囲む

（４×４）



 （２） 

   ◎⻑⽅形 

    ２×５＝１０（𝑐𝑚 ） 

２×５×２＝２０（個） 

         

２ ２

２
＝２（𝑐𝑚 ）→５個つなげる         

 対⾓⽬⼀杯なので ２個 

 

  ●（１）の５𝑐𝑚 を２個つなげる 

   

        

 

 

 

●（１）の１０𝑐𝑚     ３×３×２＝１８（個） 

    以上より 

           ２０＋２＋２４＋１８＝６４（個）・・・（答） 

 

    ◎ひし形 

      対⾓線で分類すると「平⾏型」か「４５°型」があることが分かります。 

     「ナナメ型」ではサイズが⼩さいのでつくることはできません。 

これを数える

2

これを数える

他に

6×４＝２４(個)



      以下、半分で考えます。 横＞縦で数え２倍すれば重複がありません。 

       ○平⾏型 

      

 

 

 

 

 

 

 ○４５°型 

        ４つの頂点のうち２つが正⽅形の頂点と重なるので正⽅形のサイズで分類します。⽚⽅の対⾓線を    

元にして数え２倍します。 

46個

２－３型

１－２型 5×３×２＝30(個)

5×１×２＝１0(個)

３×１×２＝６(個)

１－３型

1

2

1

２

３

３



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         以上より 

           ４６＋７０＝１１６（個）・・・（答） 

 

 

７０個

3×３

４×４

５×５

６×６

4×４×２＝３２(個)

３×３×２＝１８(個)

２×２×２×２＝１６(個)

２×１×２＝４(個)


